
区画整理いまむかし【１】 ～土地区画整理事業のはじまり～

土地区画整理事業は公共施設を整備・改善し、
宅地の利用の増進を図るために行われますが、明
治時代にはまだ事業制度は存在していませんでし
た。
その起源は耕地整理制度と言われており、明治

時代には、耕地の整理を目的とした「耕地整理
法」（明治32年（1899年）制定）を活用して宅
地の整備も行われていたと考えられています。
香取郡多古町で明治36年（1903年）から行わ

れた耕地整理の記録をみると（右図）、整理面積
には宅地及び道路用地の面積が含まれています。
また、整理理由には道路の配置や幅員の不正、

路面の構造による交通運搬の不便さなど、土地区
画整理事業と共通する目的が含まれています。

大正8年（1919年）に旧都市計画法が制定され、はじめて土地区画
整理事業が都市計画の手法として制度化されました。県内における土地
区画整理事業の第１号は千葉市において昭和10年に実施されています。
太平洋戦争終結後、昭和20年12月30日に被害甚大であった都市に戦

災復興事業を施行するとの閣議決定があり、県内では昭和21年6月27
日に千葉都市計画事業復興土地区画整理事業と銚子都市計画事業復興土
地区画整理事業が都市計画決定され（計約670ha)、耕地整理法を準用
して実施されています。
千葉市は空襲で罹災戸数8,904戸の被害を受けています。下の写真は

千葉市の戦災に伴う区画整理前後のものです。裁判所の門柱の姿などに
被災の様子が偲ばれます。

（昭和30年代後半～昭和40年代初期）
「千葉県土木史」市街地整備編より

「耕地整理事例第２輯」 農商務省農務局,1907,p40
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裁判所前 （昭和25年頃）

１.明治時代における土地区画整理事業

２.千葉県における土地区画整理事業の始まり

撮影場所

県庁

裁判所
裁判所

裁判所

県庁

現在の県庁周辺

16


